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理論の歴史性
上田雅通
I はしがき
B．ペンドルフは， その著 Geschichteder Buchhaltung in Deutsch-
land, 1913.の序の冒頭において，「ひとつの技術をマスクーしたいものは，
その歴史を研究しなさい。歴史的基礎なしには，すべての知識が不完全の．ま
(1) 
ま残り， 現在の出来事に対する判断も不確実かつ未熟なままである。」とい
う一文を引用している。これは，本論題である「理論の歴史性」を強調した
ものであると受けとめることができる。また，ここで取り扱おうとしている
「理論」とは， A.C. リトルトンと V.K.ジンマーマンとの共著 Accoun-
ting Theory : Continuity and Change, 1962（以下では Continuityand 
Changeという。）における，「会計理論は，もともと経験から蒸留された濃
縮物である。意図（信念・希望）が理論（説明）になりうるまでに，それは
試行錯誤の使用（経験）という火のなかで精製されねばならない。それは，
(2) 
論理的な説明を生み出す知的に分析された経験である」という考えに基づく
「理論（説明）」を指し， それの「歴史性」について考察するのが小稿の狙
いである。
(1) B. Penndorf, Geschichte der Buclihaltung in Deutschland, 1913, Vorwort 
p.1. 
(2) A. C. Littleton & V. K. Zimmerman, Accounting Theory : Continuity and 
Change, 1962. p.10. 拙訳書 p.16.
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Il A.C. リトルトンの著作に対する簡単な理解
Evoluti畑， to1900 (1933)⇒歴史の理論性
Structure (1953)⇒簿記に対する固有の説明
Co”tim、ityand Ch叩 ge(1962)⇒理論の歴史性（小稿の論題と一致する）
上の分類から意識的に省いた Introduction(1940)については， W.A.
ペイトンとの共著という短絡的な理解によるものではなく，それは次の理由
からである。
リトルトン ⇒ 帰納的な論者一~ induction, 「個々の具体的事
実から一般的な命題ないし法則を導き出すこと。」特殊から普逼へ。
ペイトン ⇒演繹的な論者一一浪藉晨とは， deduction,「前提された命題か
ら，経験にたよらず，論理の規則に従って必然的な結論を導き出す思考の手
続。」いわぱ，普逼から特殊へ，帰納とは矢印が逆である。（なお， 「 」内
は，新村出編「広辞苑」第2版から引用した。）
このご両人の共著には方法論の上で妥協があると考えざるをえない。した
がって， リトルトン固有の理論を展開しているものとは考えていない。この
ことについて， AAA も1977年に発表した Stateme叫暉 Acco研伽g
Theory a叫 TheoryAcceptanceにおいて「きわめて強い見解をもっ，
すぐれて演繹的な論者（ペイトン）と，同じように強い見解をもつすぐれて
帰納的な論者（リトルトン）とが共同してモノグラフを執筆するとき，妥協
(3) 
的な方法論が予想されないはずはない。」との意見が出されている。誰の意
見も同じようである。
皿 パ’ースペクティプの使用
歴史を書くということは，執筆者がその歴史に対するイメージ (image),
ビジョン (vision)をスケッチ (sketch)， デッサン (dessin) しているよ
(3) 染谷恭次郎訳，アメリカ会計学会，会計理論及び理論承認 1980年 p.20.
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うなもので，絵画を描くのに似ている。 Perspectiveは，辞書によれば，遠
近〔透視〕画法とある。 Continuityand Ch叩 geの第1章は， Accounting
Theory in Perspectiveとなっており， それを私の拙訳書では「会計理論
の歴史的展望」と訳している。ここで考えてみたいのは，その章の最終部分
"The Uses of Perspective"についてである。
さて， Perspectiveとは，どんな意味に使われているか考察してみたい。
「推測された初期の動機づけは，既知の行為と明らかに関連づけられるべき
であり， 同時代の諸条件のもとに合理的なものであるように思われる。会
計の過去の比較的新しい時期のものに対してもまた， 合理的な推測の使用
(use of reasonable conjecture)は完全には避けられない。諸観念の多様
性と強調点の相遮 (gradationsof emphasis)とは，あらゆる場合に，確実
(4) 
な意見一致を不可能ならしめる。」とある。ここに使われている gradations
についてであるが，辞書には， 「＜色彩・色調の＞ぼかし， 濃淡法；」と出
ている。 さきの， Perspectiveと並んで gradationもまた絵画に関する専
門用語である。 Continuityand Changeに出てくる perspectiveを上の
ような意味を含めて解釈する必要がある。 したがって， 「遠近画法」ないし
は「透視画法」という用語をそのまま使用してもよいと考えている。
次に，「そこを通って会計進歩 (accountingprogress)が果たされてきた
過程とそこを通って会計発展 (accountingdevelopment)が続くであろう
過程とは，最終的な分析において全く同様であることを証明しうると信じて
間遮いない。一―ーもっともそれには比較的新しい加速度的な会計発展につい
て適正な配慮をしなければならないし，ひるがえって，このような会計発展
はその初期の成果のはずみによる面もあろうが一。このような会計史につ
いての知識の特別な評価は，この知識が会計の内部的なはずみと変化の真只
中にある連続の実休 (thereality of a continuity) に対して提供するとい
う洞察力 (insight)から引き出される。 このような洞察力は， 我々が事前
(4) A. C. Litleton & V. K. Zimmerman, ibid., p.14. 拙訳書， p.22.
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(5) 
に知ることができない将来に対処するにあたって， 我々に役立つだろう。」
と， 第一章 AccountingTheory in Perspectiveを結んでいる。ここにい
う洞察カ (insight)は上の合理的推測 (reasonableconjecture)とともに
Perspectiveの化身ではないかと推察する。 また， 「連続の実休」を当書の
テーマ，会計理論であるとも解釈できる。さらに， accountingprogressは
会計進化 accountingevolutionの結果であり， accounting development 
は “TheFuture of Accounting"をも含んでいると考える。「将来は， 大
(6) 
部分，最近の過去の要約した重要な投影」であって，絶えず，会計進化 (ac-
counting evolution) は続き， Accounting Revolutionと呼ばれるほどの
急激な変化は起きないように思う。
w 絵・図・表の使用
理論は，説明 (explanation)であり， 説明は， 明晰でなければならない
し，何よりも相手にわかりやすい，理解しやすいということがその生命であ
る。しかも，相手の関心を引き出さねばならない。こうした意味から，会計
のマンガ本が出版されてもおかしくはない。このことは，我々の先人たちも
認識されていたようで多くの傑作でもって学ばしていただいた。そのなかか
ら，諸先生が工夫され考え出された，絵図表を二，三書き留めておきたい。
(5) A. C. Littleton & V. K. Zimmerman, ibid., p.14-5. 拙訳書， p.22.
(6) A. C. Littleton & V. K. Zimmerman, ibid., p.13の中にある注13)Maurice 
H. Stansのコメントより。
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(1) 植野郁太先生「基礎財務諸表論」（改訂版） p.22~29より。
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第2-2表財務諸表の体系
1計算手続 1損益計算の形態 I 基本的財務諸表
フランコ・ジャーマン系 棚卸法 財産法 1財産目録と貸借対照表
アングロ・アメリカン系 誘導法 損益法 損益計算書と貸借対照表
第2-3表 会計諸則における財務諸表の比較一覧
企業会計原則 I 財務諸表等規則 | 商法281条
損益計算書 貸借対照表 貸借対照表
貸借対照表 損益計算書 損益計算書
財明務細表諸表附属 利（益又処金理は損計処失算分金書計）算書
営業報告書
利益処分案
利益処分計算書
附属明細表 附属明細書I 
(2) 木村和三郎先生「科学としての計会学」上巻 p.17より。
損益勘定
（製造勘定）
W I W' 
貸借対照表
（資本勘定）
G'I G 
V 「情報論的アプローチ」に寄せて
植野郁太先生が「今日の財務諸表論の理論展開は便宜上，制度論的アプロ
ーチと情報論的アプローチにわけることができる。」と述べられているところ
(7) 
の後者の「情報論的アプローチ」に寄せて，次の図柄とそれと関連する意見
とを述べさせていただくことにする。
まず，会計処理の変化についての理解を簡明にするために次の図柄から提
示したい。
(7) 植野郁太著基礎財務諸表論〔改訂版〕 1985年， p.13-6.
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（イ）従来の会計処理
1複式簿記システム1
畔上の取引⇒ （①勘定分類：•分析
碍魯髯＞総合）
（口）コンピュータによる会計処理
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く比較対照＞
／ 情報利用者志I{j型の会計
↓ 
アウトプット＝ 会計情報
↑ 
判断基準：会計情報であることを判
（会計基準）断することができる基準
ここで，注意しておかねばならないことは， AAA,A Statement of Ac.— 
cou”伽 gTheory, "ASOBAT" （基礎的会計理論） 1966でいう判断基準が
「会計情報であることを判断することができる基準」をいい， 「会計基準」
とも言われていることから，従来の伝統的な会計理論のもとでの会計基準と
混同しやすい点である。それらは異質の事柄である。この「判断基準」の提
示が会計理論の「再構築」を意味するものでないことも自明である。
VI 「簿記形式に及ぽした環境の影響」
商人の生活の智恵として生まれでた簿記会計は，もっともその時々の商人
の生活環境の影響を受けやすい。多くの研究者は，薄記と環境とは密接な関
連性があるということだけで済ますか，ある時代のどこかの会計事情を紹介
するか，である。これは，会計通史が書かれていないことと一致する。 A.C.
リトルトンの AccountingEvolutionにしても自ら言うように19世紀末ま
でのものである。しかし， リトルトンのそれは，会計の歴史を秩序立て合理
性をもった，評価の高い著書であることは誰しも聡めるところである。
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ところで，ここに示しておきたいのは，オランダの会計史家 0.ten Have 
(1899~1974)のこの問題へのアプローチである。 その著， De Geschie-
denis van het Boekhouden in Vogelvlucht, 1972.の序文 (Inleiding)
の第1節 Deinvloed van de omstandigheden op den vorm van het 
boekhouden, p. 6-10.は， 数少ない文献のなかでも重要である。長くなる
が引用する。
簿記は，他に依存しないでは存在していない。人が何をそこでまた達成しようとし
ているのか，その明確な目的によって実質及び形式が変更されるのである。
さらに，簿記形式は，ある特定の時機での人間能力に依存している。簿記係は，書
くことができ計算ができねばならない。読み書きは， 15世紀まで「技術」に留まっ
た。計算実務の伝達を可能にするか，それとも少なくとも，かなり単純化することが
できた，我々のアラビヤーーインド数字の適用は，まず同様に15世紀終末においてよ
り広範囲にわたって是認された。
簿記形式に影響を与えた環境はいつも変化している。
簿記の最も古い形式において，あらゆる取引が記録され，それによって成功と不成
功は同時点において把握されないし，掛取引もまた同様である（ここでは特別な貨幣
信用は考えられていない）。おそらく， この帳簿はある二重の目的をもっていた。第
ーに，記憶の支えとして，人は，なおも状況を見いださねばならない不成功を拒否す
るに遣いない。第二に，存在の証拠として，進歩がある。この証拠力は，債権者の猥
簿における借方記入によって高められる。この行為の法律的意味については，ここで
はこれ以上立ち入らない。人々は，割り符が確実な証拠力をもち，今でもなおデザイ
ンされていることを記憶している (1917年民法第2版， 第3絹， 及び1924年民法典
の， Oppenheim判決を見なさい）。帳簿づけは，ひとつのシステムももたず現われ，
何もしないことによって取り消される。人々が吸簿記入する目的は，その当時衰微し
ていた。帳簿記入の礁実なシステムから， 次のような動きが起こったが，その記入
は，向かい合うページの関係はなにもないように書かれているのである。しかしなが
ら，こうした計算概念がほとんど現われていなかった当時に，前向きの望ましい態度
は，取引を特定の人が一枚以上の紙葉に集めたことであった。このような特定の事項
が一枚の「白紙」 (carta)に集められ，差し引き勘定形式で計算が記録された（全ペ
ネチア）。
発展への重大な影響は，経営の委譲によって資産部分に及んだ。これは，必然的に
代理人から主人への会計報告書をもまた生じさせた。それは，原初的に数量的であ
り，後に貨幣で計算された。代理人の簿記における「主人」 (lastgever)勘定はここ
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から成長し，この勘定で彼（代理人）が金銭及び商品の支払義務がいくらあるかを報
告しなければならなかった。この管理から，次のような簿記が硯われた。それは，商
人の財産に関する計算であり，財産の大きさ（残高）及び原因による財産変動（利益
計算）を定期的に知らせるものである。これが簿記であると同時に，我々は，これを
Pacioloとの出合いとするのである (149峠3。(De Waal, De leer van het boek-
ho“den「簿記研究」を参照のこと。）
上述のように簿記発展における商業的精神を論じた。消費経済がその特別な需要と
ならんで位置づけられた。イクリア諸都市の予算とその上層部の立案と関連した財貨
及び／または貨幣の収支の歴順的記入は，極めて古い (1340年頃）。これは，若干の人
々によって官庁様式の原型であると考えられた。
まず，我々の特別な関心を引く複式締記は，商人のための簿記の最初のものであ
り，その初期の発展は極めて確実である。企業の発展， 特にこれが経営される方法
は，簿記の発展に影響する。複式簿記の存在において，塊在まで何らの変化もみられ
ないし，その究極的目的も同様にそのままである。これに反して，技術的管理は変化
している。この変化は次の三つの精神をつくりだした。
① 経営技衛及ぴ経営組織の発展と変化。人々は，複式薄記と変化する環境に適合
させるよう努力する。
R 経済生活における機能の分離。①で部分的に述べたこの分離は，もう一つの影
響であると考えられる。経済生活における機能の分離と並行して，締記の種々の技術
が現われる。銀行のための，保険会社のための，製造業のための，複式薄記の特別な
方法がそれである。
③ 経済生活の進むテンボの増大および取引数の増加。これは，ひとつの簿記で多
数の取引を処理しなければならず，速いテンポで処理しなければならないという結果
を招いた。この結果，合理的な簿記への努力すなわち簿記技術の合理化が生まれた。
その原型では回り＜どい簿記技術は基本的に変化した。すなわち，表式帳簿，仕訳元
帳，及びその技術進歩によって可能となった，カーポン・コピー法，簿記機械，統計
機械への応用がそれである。
複式簿記発展が分割されるうえの三つの段階は，やがてその後の研究の条件になる
だろう。まず，複式簿記発生以前の展開について簡単な考察に進む。
うえの引用は，複式簿記と経済史との相関関係を考察したものである。資
本主義社会の成立が複式簿記によって促進されたとする， w.ゾンバルトの
見解を複式簿記の過大評価と考える諸説もこの種のものである。この O.ten
Haveの「簿記史概観」の英訳者 Prof.A. van Seventerもその一人であ
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釘
VI むすび一ー会計蜆の変化ー一→
コンビュークの使用によるいわゆる情報化社会の到来は，会計処理のスピ
ードの飛罐的増大と計数の正確さをもたらし， ヨリ管理統制の進んだ社会諸
関係を現出した。そうした社会状況をうけて，我々の会計観は多様化し，変
化し，現在の会計理論の基礎をつくりだした。こうした「会計観の変遷」を
「伝統会計学」の会計観から「現代会計学」の会計観への変遷としてとら
ぇ，前者を統計，法，経済，歴史としての会計であるとし，後者を「情報と
(9) 
しての会計」ないしは「言語としての会計」であると説く論者もある。いず
れにしても，理論は，変化の真只中にあって，その連続性という糸を見いだ
そうとしているのであり，その様相を極力客観的にとらえようとしたのが小
稿「理論の歴史性」である。 （了）
(8) George J. Costouros & A. van Seventer, Contemporary Accounting Issues, 
1979, p. 6-9. 
(9) 青柳文司教授稿会計観と会計学のあり方雑誌「企業会計」 1988年9月号．
p.4-6. 
